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一般演題　B　情報処理

27．脳，膵シンチグラフィーにおけるfuncti・

　　onal　imaging処理の試み
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脳，膵シンチグラフィーにおける補助的な情報検索のた

め，RI動態によるfunctional　imaging処理を試みた．

　1．脳のfunctional　imaging

　〔方法〕①9gmTc－pertechnetate　15mCiを静注し，

直後から10秒間隔で15分間のmatriximage（64×64）

をMT収録した．②これを32×32matrix　image

に変換し，各elementのRI動態から特徴パラメータ

（maximum　count　timeなど）を求め，その分布図を

displayした．

　〔結果〕オリジナル・シンチグラムにおける異常集積

像の診断に有力な補助情報を与え得た．特に，脳硬塞，

meningiomaには有用であった．

　皿．膵のfunctional　imaging

　　〔方法〕①　i98Au－colloid　imageをMT収録後．

同じ姿勢のまま，75Se－selenomethionineを静注し，直

後から10分間隔で30分間，MT収録を行った．②各

75Se－selenomethionine　imageからi98Au－colloid　image

をsubtractし，32×32matrixに変換した．次に，この

各subtraction　imageの各elementについて，経時的

にcountが増加しているかどうかを判定し，増加して

いる部分のみを，20～30分のsubtraction　imageでdi・

splayした．

　〔結果〕オリジナル・シンチグラムおよびsubtraction

imageによる膵診断に，有力な補助情報を与え得た．特

に，膵と膵以外の部位との75Se－selenomethionine集積

の鑑別，膵機能低下部位の推定などが容易となった．

28．クリアランスカーブにおける測定点のと

　　り方

　　一特にFUNCTIONAL　IMAGEにつ

　　いて一
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　核医学においては，指数関数からなるクリアランスカ

ー ブを解析して，その係数を求める場合が多い．

　こうした解析を行なう場合，どのような時間間隔で測

定点をとると最も誤差が小さくなるかは実際上よく問題

となる点である．　単純なSingle　exponential　curve

A。e一αtで近似できる場合でも，短い時間間隔でとると，

測定点の数は増えるが，個々の点のバラツキは大きくな

る．また，早く測定をうちきれぽ，カウソトの少ないバ

ラツキの大きい測定点は除去されるが，それだけ，測定

点の数は減少する．こうした問題は，特にFUNCTIO－

NAL　IMAGEを構成する場合，全体的なカウント数が

少ないため重要となる．

　本研究では，電算機シミュレーションにより，種々の

測定条件を作り，上記の問題を検討した．作成したモデ

ルは，測定値が，ポアソン乱数に従って与えられる形の

もので，初期値，時間間隔，バックグラウンド，preset

time，　preset　countの値等が自由に変更できるものであ

る．

　得られた結果の概要は，下記の通りである．

　1，preset　timeで，測定点をとる場合は，その時間

間隔を変更しても，算出された指数関数の係数（α）の

誤差はほとんど変らない．2．preset　countで測定す

ると，preset　timeの時より誤差は小さくなる．3．測

定を打ちきる点に関しては，打ちきりを遅くして，測定

点を増やすことにより，誤差は最初小さくなるが，ある

値を境に再び誤差は増える．この値はバックグラウンド

の値等に影響される．なお本研究に使用した電算機は，

東京大学大型計算センターの計算機である．
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